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　愛媛県唯一の離島自治体である上島町。令和₅年₄月には魚島小・中学校に
魚島離島留学（さざなみ留学）第₁期生を迎え入れました。離島留学生は小学
校₆年生から中学₃年生までの男女₅名で東京、神奈川、大阪、岡山、香川出
身の子どもたちです。男子はさざなみ寮「うぐいす」、女子はさざなみ寮「水仙」
で生活をしています。留学生たちは、地元野菜の収穫を体験、タケノコ狩り、
船釣り、陸釣り、そして、上島町の各種イベントに出向き地元の人たちと一緒
に色々な体験や経験を重ねています。魚島ならではの環境で、学校や放課後、
寮生活、土日の活動など、充実した₁年を過ごして欲しいものです。

魚島さざなみ留学（上島町 魚島）
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渡部新会長

本県町村議会議長会
三谷会長

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

�

全
国
町
村
議
会
議
長
会

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
7
月
13
日

（
木
）全
国
町
村
議
員
会
館
で
全
国
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会
を
開
催
し
、
本
県
か
ら

三
谷
会
長
（
砥
部
町
議
長
）
及
び
事
務
局

長
が
出
席
し
た
。

〔
議　

題
〕

　

⑴　

会
議
録
署
名
人
の
指

名

　

⑵　

都
道
府
県
会
長
の
異

動

　

⑶　

報
告
第
1
号　

北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に

対
す
る
抗
議
声
明

　

⑷　

報
告
第
2
号　

町
村

議
会
の
制
度
に
関
す
る

検
討
委
員
会

　

⑸　

報
告
第
3
号　

経
過

報
告

　

⑹　

議
案
第
1
号　

多
様

な
人
材
が
議
会
に
参
画

す
る
た
め
の
環
境
整
備

の
推
進
に
関
す
る
決
議

　

⑺　

議
案
第
2
号　

令
和

6
年
度
国
の
予
算
編
成

及
び
施
策
に
関
す
る
要

望

　

⑻　

議
案
第
3
号　

議
会

の
機
能
強
化
及
び
多
様

な
人
材
が
参
画
す
る
た
め
の
環
境
整

備
に
関
す
る
重
点
要
望

　

⑼　

議
案
第
4
号　

令
和
6
年
度
国
の

予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る
要
望

等
の
要
請
活
動

新
役
員
を
選
出

�

全
国
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
7
月
12
日

（
水
）全
国
町
村
議
員
会
館
で
臨
時
総
会
を

開
催
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
を

行
っ
た
結
果
、
別
掲
の
と
お
り
役
員
を
選

出
し
た
。

　

本
県
か
ら
三
谷
会
長
（
砥
部
町
議
長
）

及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

【
臨
時
総
会
】

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ

3　

都
道
府
県
会
長
紹
介

4　

議
長
選
出

5　

議　

事

　

⑴　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

　

⑵　

役
員
の
異
動

　

⑶　

議
案
第
1
号　

役
員
の
選
任

　

町
村
議
員
共
済
会
は
、
7
月
12
日（
水
）

全
国
町
村
議
員
会
館
で
代
議
員
会
を
開
催

し
、本
県
か
ら
三
谷
会
長
（
砥
部
町
議
長
）

及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

〔
議　

題
〕

　

⑴　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　

⑵　

議
案
第
1
号　

監
事
の
選
任

役　員　名　簿
会　長　渡部　孝樹（北海道厚真町議会議長）
副会長　寺本　清春（三重県川越町議会議長）
副会長　畠田　勝廣（福岡県添田町議会議長）
理　事　古川　文雄（福島県鏡石町議会議長）
理　事　松野　唱平（千葉県長南町議会議長）
理　事　岡田　健治（富山県立山町議会議長）
理　事　大石　哲雄（和歌山県上富田町議会議長）
理　事　中本　正廣（広島県安芸太田町議会議長）
理　事　井下　良雄（香川県直島町議会議長）
監　事　飯田　英樹（茨城県大洗町議会議長）
監　事　杉浦　和人（滋賀県日野町議会議長）
監　事　植田　昌平（島根県川本町議会議長）

町
村
議
会
議
員

　
　 

共
済
会
代
議
員
会



　（3）　令和₅年₇月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 172 号　

　四国四県町村監査委員協議会研修会が、₇月₄日（火）午後１時30分から松山市の『ＡＮＡクラウンプラ

ザホテル松山』で、四国四県町村監査委員ら133名（本県32名）が出席の下、盛大に開催された。

　研修会は、はじめに本県町村監査委員協議会の森本会長が開会の挨拶を述べたのち、ただちに研修に入り、

本県砥部町代表監査委員の影浦浩二氏を講師に、「監査委員監査のリスク整理―固有の識別と対応―」と題し

て、₂時間20分の講演を聴講した。

　最後に、次期開催県である香川県町村監査委員協議会の新名会長の閉会挨拶があり、研修会を終えた。

四国四県町村監査委員研修会を開催
７／４ 愛媛県町村監査委員協議会

講師：影浦砥部町代表監査委員 開会あいさつを述べる森本本県会長
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四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会

合
同
事
務
局
長
会
議
を
、
7
月
25
日（
火
）

に
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
で
開
催
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
本
県
の
向
井
事
務
局
長

四
国
四
県
町
村
会
・
議
長
会
事
務
局
長
会
議

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
向
け
て

　

７
月
25
日 

愛
媛
県
自
治
会
館
で
開
催

令和５年度四国四県町村長・議長大会 開催要綱　

１　名　　称　
　　　四国四県町村長・議長大会
２　目　　的
　　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、議会と執行部の立場を超えて「元気溢れ

る地域をつくる」との強い信念のもと、町村の抱える重要課題について研修・意見
交換・審議し、その実現のためお互いに連携を密にしながら、総力を結集して行動
し、多様で個性豊かな町村自治の振興と住民福祉の向上を期する。

３　主　　催　
　　　四国四県町村会
　　　四国四県町村議会議長会
４　日　　程
　　　令和５年９月28日（木）
　　　⑴　大　　会　　14時30分～15時55分
　　　⑵　記念講演　　16時10分～17時10分（１時間程度）
　　　　　　　　　　　　講　師：樋渡社中株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　樋渡　啓祐　氏（前	武雄市長）
　　　⑶　意見交換会　18時00分～20時00分
５　開催場所
　　　大　　　会：湯元こんぴら温泉華の湯　紅梅亭
　　　意見交換会：湯元こんぴら温泉華の湯　紅梅亭
６　出 席 者
　　　四国四県町村長　正副会長
　　　四国四県町村議会議長　正副会長
７　大会次第
　　　⑴　開　　会　　⑵　国歌斉唱　　⑶　あいさつ　　⑷　宣　　言
　　　⑸　来賓祝辞　香川県知事、香川県議会議長、
　　　　　　　　　　全国町村会長、全国町村議会議長会長
　　　⑹　議長選出
　　　⑺　議　　事　各県提出議題審議
　　　⑻　決議・特別決議　　　⑼　共同アピール
　　　⑽　実行運動方法協議　　⑾　閉　　会
８　意見交換会
　　　⑴　開　　会　　⑵　あいさつ　　⑶　乾　　杯　　⑷　懇　　談
　　　⑸　ガンバローコール　　⑹　閉　　会

　※現在、細部調整中につき若干の変更がある場合がございます。

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
慣
例
で
当
番

県
で
あ
る
本
県
の
向
井
事
務
局
長
が
議
長

に
就
い
て
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
【
協
議
事
項
】

⑴　

	

令
和
5
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑵　

	

そ
の
他

⑶　

次
期
開
催
県
に
つ
い
て

　
　

次
期
開
催
県
は
高
知
県
に
決
定
し
た
。

　

会
議
で
は
、
大
会
に
お
け
る
日
程
や
役

割
分
担
を
確
認
し
、
四
国
各
県
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
題
に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
た
。
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公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
河
野
忠
康
久
万
高
原
町
長
）
は
、

7
月
25
日
、
え
ひ
め

共
済
会
館
で
「
令
和

5
年
度
固
定
資
産
税

家
屋（
非
木
造
）評
価

実
務
研
修
会
」
を
開

催
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
固

定
資
産
税
が
住
民
税

と
並
び
、
市
町
村
財

政
を
支
え
る
基
幹
税

で
あ
り
、
適
正
な
課

税
の
た
め
の
評
価
基

準
に
基
づ
い
た
評
価

を
実
施
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
特
に
仕
組
み
の

複
雑
な
家
屋
評
価
に

つ
い
て
、
そ
の
知
識

と
技
術
の
習
得
を
目

的
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
、
各
市
町
か

ら
37
名
が
出
席
し
た
。

　

講
師
は
一
般
財
団

法
人
資
産
評
価
シ
ス

固
定
資
産
税
家
屋（
非
木
造
）

　
　
　
評
価
実
務
研
修
会
を
開
く

��
���� 

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師
の
瀧
下
誠

氏
。

令和５年度「固定資産税家屋（非木造）評価実務研修会」開催要領
	 主催　公益財団法人愛媛県市町振興協会　	

１　目　　的　　　固定資産税は住民税と並んで市町村財政を支える基幹税であり、適正な課税のために評

価基準に基づいた評価を実施することが求められる。

　　　　　　　　　このため、特に仕組みが複雑な家屋評価について、その知識と技術を習得することを目

的として本研修会を開催する。

２　日　　時　　令和₅年₇月25日（火）  10時00分～16時30分

３　場　　所　　研修会場：えひめ共済会館　₄階　豊明

　　　　　　　　住　所：愛媛県松山市三番町₅丁目13番地₁

４　対 象 者　　各市町固定資産税家屋担当者

５　研修テーマ　非木造家屋の評価について

６　講　　師　　（一財）資産評価システム研究センター　瀧下　　誠　氏

７　日　　程　　₉：30～　　　　受　付

　　　　　　　　10：05～12：00　講　義

　　　　　　　　13：00～16：30　評価演習・解説

８　携 行 品

　　・筆記具　　・電卓　　・付箋
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「
中
国
四
国
地
区
退
職
手
当
事
務
連
絡

会
議
」
が
、
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
主
催
に
よ
り
7
月
31
日（
月
）徳
島
市

に
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
中
国
四
国

地
区
の
市
町
村
職
員
の
退
職

手
当
事
務
に
関
す
る
研
究
及

び
組
合
相
互
間
の
連
絡
協
調

に
よ
り
組
合
の
健
全
な
育
成

と
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
本
県

含
む
各
県
組
合
職
員
21
人
が

出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
開
催
県
で
あ
る

徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
畠
山
事
務
局
長
か
ら
挨

拶
の
後
、
議
長
に
同
氏
を
選

出
し
議
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
次
期

開
催
県
を
鳥
取
県
に
決
定
し

た
。

　

日
程
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶

3　

議
長
選
出

4　

議　

事

　

⑴　

各
組
合
提
出
議
題
に

中
国
四
国
地
区
退
職
手
当
事
務
連
絡
会
議
を
開
催

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合　

つ
い
て

　

⑵　

次
期
開
催
地
及
び
開
催
時
期
に
つ

い
て

5　

閉　

会

令
和
5
年
度
町
村
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、

「
令
和
5
年
度
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研

修
会
」
が
7
月
31
日（
月
）、
東
京
・
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

約
3
0
0
名
、
う
ち
本
県
か
ら
は
久
万
高

原
町
、
松
前
町
、
砥
部
町
、
内
子
町
、
伊

方
町
、
愛
南
町
の
6
名
の
町
村
議
会
事
務

局
職
員
及
び
議
長
会
の
2
名
の
職
員
が
参

加
し
、
熱
心
に
受
講
し
た
。

令和５年度町村議会事務局職員研修会日程表
　 ◦日　程　令和₅年₇月31日（月）
　 ◦場　所　ニッショーホール

時　間 研修テーマ	・	講師

12:00～13:00 受　　付

13:00～14:00
（1:00）

「改正地方自治法のポイントと議会の対応」
　総務省自治行政局行政課課長補佐
　	 堀　　　文　彦　氏　

14:00～14:15 休　　憩

14:15～15:15
（1:00）

「議会のデジタル化とDX	から見える
	 これからの事務局の姿とは」
　早稲田大学マニフェスト研究所
　ローカル・マネージャー
　（兼）招聘研究員、崇城大学非常勤講師
　
　	 長　内　紳　悟　氏　

15:15～15:30 休　　憩

15:30～17:00
（1:30）

「著作権制度について
	 　～議会と著作権を中心に～」
　文化庁著作権課 課長補佐（法令担当）
　　	 小　倉　基　靖　氏　
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７
月
の
会
と
催
し

▽
4
日
＝
令
和
5
年
度
四
国
四
県
町
村
監

査
委
員
協
議
会
研
修
会

▽
5
日
＝
都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
局
長
会
議

▽
6
日
＝（
一
社
）内
外
情
勢
調
査
会
松
山

支
部
7
月
懇
談
会
、
全
国
町
村
会
理
事

会
・
都
道
府
県
町
村
会
会
長
会
、
令
和

5
年
度
北
方
領
土
返
還
要
求
愛
媛
県
民

会
議
理
事
会

▽
10
日
＝
自
治
労
要
請
懇
談

▽
11
日
＝
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会

長
・
事
務
局
長
会
、
西
日
本
地
区
各
県

町
村
議
会
議
長
会
協
議
会

▽
12
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

会
、
町
村
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会
、

全
国
山
村
振
興
連
盟
副
会
長
会
議

▽
13
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会
、（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会

館
臨
時
理
事
会
、
全
国
山
村
振
興
連
盟

理
事
会
・
関
係
省
庁
へ
要
請
活
動

▽
20
日
＝
四
国
開
発
幹
線
自
動
車
道
路
建

設
期
成
同
盟
会
監
査

▽
21
日
＝
令
和
5
年
度
第
1
回
愛
媛
県
犯

罪
被
害
者
等
支
援
推
進
会
議

▽
22
日
＝
第
28
回
全
国
「
か
ま
ぼ
こ
板
の

絵
」
展
覧
会
表
彰
式

▽
25
日
＝
固
定
資
産
税
家
屋
評
価
実
務
研

修
会

▽
27
日
＝
令
和
5
年
度
松
山
空
港
利
用
促

進
協
議
会
総
会
、（
一
財
）全
国
自
治
協

会
評
議
員
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・

都
道
府
県
町
村
会
長
会
、
全
国
生
協
総

代
会

　

宝
く
じ
「
幸
運
の
女
神
」
の
小
畑
実
織

さ
ん
が
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
、令
和
5
年
7
月
12
日（
水
）に（
公

財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
事
務
局
に
来

局
さ
れ
ま
し
た
！

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま

す
。

　

是
非
、
愛
媛
県
内
で
の
購
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

▽
31
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
令
和
5

年
度
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会
、

中
国
・
四
国
地
区
退
職
手
当
組
合
事
務

連
絡
会
議

　　
　

 
安
全
・
安
心

　

夏
日
ど
こ
ろ
か
猛
暑
日
、
熱
帯
夜
が
続

き
、「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
頻
繁

と
な
っ
た
日
本
の
夏
。
海
外
で
も
ア
メ
リ

カ
の
デ
ス
バ
レ
ー
で
56
℃
、
フ
ラ
ン
ス
で

44
℃
、
イ
タ
リ
ア
42
℃
、
カ
ナ
ダ
、
ギ
リ

シ
ャ
は
熱
波
に
よ
る
山
火
事
と
世
界
各
地

で
、
か
つ
て
な
い
高
温
続
き
に
人
々
は
う

ん
ざ
り
。
イ
ン
ド
、
中
国
は
猛
暑
と
大
雨

の
ダ
ブ
ル
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
あ
ま

り
の
猛
暑
に「
屋
外
労
働
禁
止
」が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
各
地
の
猛
暑
は
、直
接
的
に
は

暖
か
い
空
気
が
偏
西
風
に
入
り
こ
み
、
偏

西
風
が
蛇
行
し
た
た
め
に
よ
る
も
の
と
の

こ
と
。
そ
も
そ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
に

よ
り
次
々
と
そ
の
異
常
気
候
を
表
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
早
く
確
実
な
対
応
策
を

と
ら
な
け
れ
ば
手
遅
れ
と
な
り
「
気
候
シ

ス
テ
ム
」
が
崩
壊
し
、人
間
で
は
止
め
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
る
仮
説
も
あ
る
。
今
や
人

間
の
争
い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
危
機
に
地
球

の
自
然
界
は
、
遭
遇
し
て
い
る
の
だ
…
。

　

り
ー
ん
・
り
ー
ん
と
風
に
揺
ら
れ
涼
し

げ
な
音
色
を
奏
で
る
「
風
鈴
」
は
、
日
本

の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
。「
風
鈴
」は
占
い

を
起
源
と
し
て
2
千
年
前
か
ら
今
日
ま
で
、

夏
真
っ
盛
り
に
縁
台
、
団
扇
、
浴
衣
と
と

も
に
日
本
の
夏
の
涼
し
さ
を
表
わ
し
て
来

た
。
今
や「
風
鈴
」の
音
色
も
サ
ッ
シ（
建

築
様
式
）
で
締
め
切
ら
れ
、
室
内
の
エ
ア

コ
ン
に
席
を
譲
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
現
代
の
風
鈴
の
出
番
は
イ
ベ
ン
ト
会

場
等
に
移
り
、
そ
の
懐
か
し
い
音
色
を
響

か
せ
る
風
情
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
て
、「
コ
ロ
ナ
」
は
5
類
に
変
わ
っ
た

途
端
、
3
年
間
の
騒
動
？
が
嘘
の
よ
う
だ
。

こ
の
夏
、
第
8
次
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
患

者
発
生
の
数
値
が
出
て
お
り
、
海
外
か
ら

の
流
入
を
含
め
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
厳
し
さ

に
緩
み
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
終
わ
り

の
兆
し
が
見
え
ず
。
社
会
秩
序
な
ど
別
も

の
で
、「
フ
ェ
イ
ク
」
の
塊
で
裏
打
ち
さ
れ

た
か
の
よ
う
な
情
報
操
作
と
行
動
、
自
身

の
み
を
正
義
と
し
て
相
手
を
攻
撃
、
全
て

を
処
理
す
る
流
れ
は
落
ち
着
く
と
こ
ろ
が

な
い
。

　

現
在
、世
界
人
口
約
80
億
人
の
内
、飢
餓

や
そ
の
方
向
に
あ
る
人
々
が
約
7
億
人
に

達
す
る
と
の
こ
と
。
心
あ
る
人
間
な
ら
ば

看
過
で
き
な
い
事
態
に
あ
る
中
で
、
世
界

の
穀
物
倉
庫
で
も
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
方

か
ら
の
食
料
輸
出
が
、
ま
た
一
国
の
合
意

離
脱
で
ス
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。彼

の
戦
国
大
名
・
上
杉
謙
信
の
敵
に
「
塩
」
を

送
る
話
し
な
ど
理
解
不
能
の
夢
物
語
。「
人

道
」
の
文
字
も
辞
書
に
な
い
の
だ
ろ
う
…
。

　

資
源
自
給
率
1
％
、
食
料
自
給
率
38
％
、

少
子
・
高
齢
化
が
顕
著
な
我
が
国
と
し
て

今
は
、「
主
権
の
守
り
と
食
料
の
安
全
保

障
」
の
構
築
、
理
解
で
あ
ろ
う
。
兎
に
角
、

次
世
代
に
は
、「
安
全
と
安
心
」
を
引
き
継

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
苦
し
む
に
は
、
死
ぬ
こ
と
よ
り
も
も
っ

と
勇
気
が
い
る
。」

�

　
（
ナ
ポ
レ
オ
ン　

フ
ラ
ン
ス
の
皇
帝
）
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